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はじめに
　シラーのバラーデは，1959年に出版された『Friedlich　SchMer』の中でヴィーゼ（Benno　von
Wiese）によって，それまでの「Ideenballade」，すなわち道徳的に理念をうたうという評価を大き
く転換させられた。ヴィーゼはシラーのパラーデを「ドラマティッシュな短い物語」，と定義したの
である＊1。そしてこの「ドラマティッシュ」という部分に重点が置かれたためか，『手袋』に関して
も，演劇的な要素を読み込んで解釈していく研究が少なくない。ヴィーゼ自身はこの作品についてペ
ージをさいて論じてはいないけれども，彼の精神を受け継いだラウフヒュッテ（Hartmut
Laufhtitte）は1979年の『Die　deusche　Kunstballade』＊2において，それを韻・リズム・節の構成の方
向にまで押し進めて非常に緻密に『手袋』を解釈した。また1967年にシュタイガー（Emil　Steiger）
は「バラーデに歌われる出来事はたいてい舞台仕立てとしても際立っている。つまり，演出家によっ
てまとめられ，舞台のそれにも似た枠組みに組み込まれ……」＊3と述べている。ゼーバ（Hinrich　C．
Seeba）の『手袋』解釈の方法論などは，まさにこれにあたるだろう。
　このような一連のパラーデ研究を受けて，本論でも「演出，舞台のそれにも似た枠組み」に組み込
んで『手袋』を解釈し，作品に込められたテーマを浮き彫りにしていきたい。
1．成立をめぐって＊4
　1797年6月18日，ゲーテ宛の書簡の中で，シラーは次のように述ぺている。「ささやかなものを私
もまた文学として作品化しました。それは『潜水夫（Der　Taucher）』の小さな追加作品であり，私
et　Saint－Foixの“エッセイ　シュール　パリ”に収録された逸話に励まされたのです。」＊5シラーが2
作目のバラーデを書く際に原典としたのは，1754年から1765年にかけて出版されたフランス作家サ
ソフォア（German　Frangois　PoUllain　de　Saint－Foix）の作品であり，その正式のタイトルは，『パリ
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歴史随筆（Essais　historiques　sur　Paris）』（1759）という。シラーはその第一巻，『Rue　de　Lions，　pres
Saint－Paul』に記された次の逸話に着目した。
　「その通りの名は，王の所有する大小のライオンたちが閉じこめられていた建物や屋敷に由来して
いた。ある日，フランソワー世がライオンたちの争いを見物していたところ，一人の貴婦人が手袋を
落とし，騎士デロルゲス言った。“あなたが私に毎日お誓いになるように，私を愛していると信じさ
せようとなさいますなら，あの手袋を拾ってきて下さいな。”デロルゲスは下へと降りてゆき，これ
らの恐ろしい動物たちのただ中から手袋を拾うと，再び上って来るや，貴婦人の顔に手袋を投げつけ
た。その後，彼女側からの度重なる誘惑や求婚にもかかわらず，二度と彼女と会おうとはしなかっ
た。」＊6
　またシラーは，同じ逸話を題材に同時代人ラングパイソ（A．F．　E．　Langbein）が発表した『愛の
証（Die　Liebesprobe）』という作品を目にすることがあったと考えられている。1783年，　rDeutsch
Museum』の第一巻に各節6行・4節からなる短詩として発表された第一稿は，サンフォアの逸話同
様の筋であるが，特徴として挙げられるのは，喜劇風の・マンツェであり，第4節で男性を試す女
性の猜疑心をたしなめる教訓が説かれていることである。
『Die　Liebesprobe』（1783）＊7
　　　　　　　　A．F．　E．　Langbein
Einst　drtingte　sich，　ein　Thiergefecht　zu　schauen，
　Heran　die　Flut　der　Stadt　Paris．
Schon　sahe　man　vom　S611er，　ohne　Grauen，
　Wie　9rimmig　L6w’　auf　Lδwe　stieB：
Als　wohl　bedacht，　die　Sch6nste　sch6ner　Frauen
　Den　seidnen　Handschuh　fallen　lieB．
昔獣の闘いを見物しようと押し寄せた
　こちらヘ　パリの人並みが
すでに人々はテラスから　怖さ感じることもなく
　獅子が獅子を残忍に襲うの眺めていたんだと：
よくよく知恵をふりしぼり　美人の中の美人さん
　絹の手袋落としたその時に
Und　sieh，　es　trieb　just　mitten　in　die　Szene
　Des　L6wenkampfes　ihn　der　Wind．
‘‘`ch，　lieber　Ritter”，　sprach　die　junge　Sch6ne
　Zu　ihrem　Treuen，‘‘1auf　geschwind
Und　hol’ihn　mir！wenn　nicht　bloB　leere　T6ne
Die　Schw直re　deiner　Liebe　sind．”一
そら見てごらん，ライオンの闘いのまさに真ん中
に
　風に吹かれて手袋が　運ぽれ漂っていくだろ。
「ああ，親愛なる騎士様よ」，若く美しいご婦人が
　忠義を誓う男性に　こんなことを言ったとさ。
「素早く行って　手袋を　私にとっていらっしゃ
い。
　あなたの愛のお誓いが　もし戯言でないならぽ」
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Er　gieng　beherzt　hnein血s　Kampfgegitter，
　Und　hob　bei　einem　L6wen　dicht
Den　Handschuh　auf；kam　wieder，　warf　ihn　bitter
　Und　stUm　der　Dam’ins　Angesicht；
Und　von　der　Stund’an　schied　von　ihr　der　Ritter，
　Und　sah　nach血ren　Thranen　nicht．一
Gott　Lob　und　Dank！um　uns　zu　pnifen，　jaget，
Ihr　Midchen，　uns　zwar　jetzt　nicht　mehr
Den　L6wen　in　den　Schlund：Doch　nagt　und　p1aget
　Uns　eure　Zweifelsucht　oft　sehr．
Man　klopft　dann　leicht　wo　anders　an，㎜ld　fraget：
He！Glaubt　man　mir　hier　etwa　mehr？
彼は行ったさ　勇敢に　闘いの濫の中にまで
　そして一頭の獅子の間近から
手袋拾って，戻ったら　それを苦々しくも無言に
て
　婦人の顔に投げつけた。
その時境に騎士様は　彼女と別れておしまいだ
　そして彼女の涙など　見ることももうなかった
と一
ああ，ありがたや，ありがたや。オレたち試すそ
のために
　君たち，お嬢さん方よ，確かに今ではオレたち
を
獅子の喉へと追い立てる　なんてなことはもはや
なし。
　だけど何度も我々を，悩ます君らの猜疑心。
そしたらあっさりどこかしら他の戸たたいてきい
てみな
やあやあ！　ここではオレのこと　もっと信じ
てくれるかい？
　ラングパインは，1788年の第二稿で第4節を取りやめた。1796年ウィーンのrToiletten－Kalender
fiir　das　Frauenzimmer』に掲載された第三稿では，さぼど重要でない変更がなされた。さらにシラ
ーに影響を受けたと思われる第四稿を経て版は重ねられ，ライプチヒで1820年，シュトットガルト
では1835年に再版されている＊8。それは，『手袋』の題材そのものが，おもしろさと取り扱い易さに
おいて作者にも読者にも歓迎されたものであることを物語っている。
　さて，シラーがゲーテに宛てた手紙に対し，ゲーテは三日後の1797年6月21日に，『手袋』に描か
れた行為は純粋であり，「無目的，逆さまの目的行為」であるから，快い感じを与えること，そのた
め『潜水夫（Der　Taucher）』（1797）の「追加作品であり反対作品である」＊9との感想を書き送って
いる。翌月，7月14日にはシラー自ら宮廷で印刷前の『手袋』を朗読したが，後日シュタイン夫人よ
り，騎士が手袋を投げる場面についての抗議がなされた。妻を通じてそのことを知ったシラーは，そ
れがシュタイン夫人だけでなく同席していた王妃の感想でもあると判断し，不快とされた問題の部分
について，訂正するむねをシュタイン夫人に7月17日付けの手紙で伝えている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－61一
　「なるほど私がこの詩を先日，朗読する事を躊躇したいきさつは，あなたが正しいことを示してい
ます。というのも，あのような社交の場で良い朗読が出来ないものは，当然疑わしいものだからで
す。ですから，私はあなたが同意しない箇所を変更するつもりです。」＊10
　そして1797年10月2日，『1798年度詩神年鑑（Musen－Almanach　fiir　das　Jahr　1798）』におさめら
れたのが，『手袋』が印刷された最初の形である。そこではシュタイソ夫人から抗議を受けた箇所65
行目の「und　er　wirft　ihr　den　Handschuh　ins　Gescicht」が「und　der　Ritter　sich　tief　verbeugend
spricht」「そこで騎士は深く身をかがめて語る」と変更されており，さらに，　rErzahlung」という副
題が附されている。結末の変更に関してのいきさつを，詩集出版後の1797年10月18日，友人B6t－
tiger宛の手紙でシラーは次のように述べている。
　「わたしは『手袋』の結末における小さな変更を，儀礼のためにすべきだと考えたのです。もっと
も，洗練されたフラソス作家，サンフォアの粗雑さはそのまま取り入れておりますし，最初はドイツ
の詩人は，フランスの美神よりもずっと先に進んでよいと思っていたのですがね。」＊11
　しかし，この変更はシラーにとって本心からでたものではなかったようだ。シラーの『手袋』にと
って二回目の印刷になる1800年出版の『フリードリヒ・シラー詩集（Gedichte　von　Friedlich
Schiller）』において，結末は手袋を顔に投げつける原詩の形に戻され，さらにrErzahlung」という
副題が取り除かれている。副題が削除された時期と意図については明らかにされていないが，内容は
ゲーテに提示された最初の形に戻った＊12。シラーは，宮廷との関係を慮ることよりも，自らの詩人
としての信念を選び取ったのである。
　以上，ここでは創作の過程について簡単に概観したが，その中で最も私が興味を引かれるのは，
「なぜ猛獣が3種類登場するのか」「なぜ女性に名前がついたのか」という素朴な疑問である。従来
の研究ではほとんど見過ごされてきたこの点にこそ，シラーの『手袋』をより深く理解する鍵が隠さ
れているのではないだろうか。彼が直接参考にしたサソフォアの逸話や同時代人ラソグバイソによる
作品とは決定的に異なるこの二点を中心に，次章からは『手袋』の全体的な構造を明らかにしていき
たい。
2．『手袋』の内容と構成一第一節～第四節一
　ここでは『手袋』の前半部分にあたる第一節から第四節までを，構造・内容上まとまりのある節に
分けて訳出し解釈していく。取り上げるテクストは，原詩であり最終稿となった手袋を投げつけるパ
ージョンである。
『DER　HANDSCHUH』＊13 『手袋』
Vor　seinem　L6wengarten， ライオン園を前にして，
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Das　Kampfspiel　zu　erwarten，
Sa3　K6nig　Franz，
Und　um　ihn　die　Gro猛en　der　Krone，
Und　rings　auf　hohem　Balkone
Die　Damen血sch6nem　Kranz．
闘技を心待ちにして，
座についていたフラソツ王，
王の周りには名士たち，
高いバルコニーの上にはぐるりと
淑女たちの美しい花かんむり。 （第一節）
　第一節はラウフヒュッテの言葉で言えぽ，「Situationangabe（状況の申し立て）」，または「Vor－
geschichte（いきさつ）」である＊14。最初の単語“Vor”に注目してみると，確かに王様はライオソ
園を空間的に「前」にしているわけだが，それは時間的にいっても舞台の始まる「前」を意味してい
る。この二重のVorから始まる第一節が性格づけることになる舞台は，果たしてどんなものだろう
か。
　王は動かず，その周りに貴族が立ち並び，淑女たちは花冠のように舞台を飾っている。ここには動
きがないのだ。序列どおりの，静かな秩序の世界である。その秩序を体現しているのが，イメージ的
にもまた実際の節においても真ん中にデソっと座る王様だ。＊15さて，この世界にあっては王だけが動
くことができる。何かが始まることを告げる王の身振りは，しかし秩序の世界における動きであるか
ら，あくまでも静かな，最小限の動きであるはず。したがって次の節における王の身振りは，「指先」
での合図となるのだろう。これはまるで，時計の針の動きだ。居並ぶ紳士淑女を文字盤として，王は
時計の針としてこの世界の時間を支配しているように思えてくる。
　Und　wie　er　winkt　mit　dem　Finger，
Aufthut　sich　der　weite　ZWinger，
Und　hinein　mit　bedachtigem　Schritt
Ein　L6we　tritt，
Und　sieht　sich　stumm
Rings　um，
Mit　langem　Gahnen，
Und　schUttelt　die　Malinen，
Und　streckt　die　Glieder，
Und　legt　sich　nieder。
　さて王が指で合図するや，
大きな濫は開かれて，
重々しい足どりで
一頭の獅子現れ，
黙々と
あたりを見回し，
ながながとあくびしながら，
たてがみをふり，
四肢を伸ぽして，
身を横たえる。 （第二節）
　Und　der　K6nig　winkt　Wieder，
Da　6f正het　sich　behend，
Ein　zweites　Thor，
Daraus　rennt
　王が再び合図すると，
素早く開かれたのは
第二の扉，
そこから
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Mit　wildem　Sprunge
Ein　Tiger　hervor，
Wie　der　den　L6wen　erschaut，
Bnullt　er　laut，
Schlagt　mit　dem　Schweif
Einen　furchtbaren　Reif，
Und　recket　die　Zunge，
Und　im　Kreise　scheu
Umgeht　er　den　Leu
Grimmig　schnurrend，
Drauf　streckt　er　sich　murrend
Zur　Seite　nieder．
猛然とおどり出るように
一頭の虎が駆け出して，
獅子を見つけると
高々と吼え，
尾をふりあげて
恐ろしい輪を描き，
舌を出しては
円を描いて控えめに
獅子のぐるりを廻り
恐ろしく喉を鳴らしながら，
それから虎は捻って
獅子の側に身をのぼす。 （第三節）
　Und　der　K6nig　Winkt　wieder，
Da　speit　das　doppelt　ge6ffnete　Haus
Zwei　Leoparden　auf　einmal　aus，
Die　starzen　mit　muthiger　Kampfbegier
Auf　das　Tigerthier，
Das　packt　sie　mit　seinen　grimmigen　Tatzen，
Und　der　Leu　mit　GebrUll
Richtet　sich　auf，　da　wird’s　still，
Und　herum　im　Kreis，
Von　Mordsucht　heiB，
Lagem　sich　die　greUlichen　Katzen．
　王が再び合図すると，
開かれた二つの扉から
一度に二頭の豹が飛び出して，
闘志に燃えながら
虎をめがけて跳びかかる，
虎が恐ろしい前足で豹を捉えると，
獅子は吼えながら
身を起こし一場内はしんとなる，
そして輪になり，
殺気立ちながら，
恐るぺき獣たちは睨みあう。 （第四節）
　第一節で語られた，静かな秩序，序列の裏には当然，騎士淑女たちの権力欲，野心が渦巻いてい
る。その反秩序の想いが，王の指先一本の動きでにわかに「動の世界」として闘技場の情景に転じる
からだろうか，動の世界の表現は，以下すべて現在形で語られている。
　ラウフヒュッテによれぽ，『手袋』のように，節によってではなく韻律によって，また，節にも似
た様々な部分によって分けられ，構成された作品は，シラーのパラーデにおいてもまた同時代の他の
詩人たちにおいても見られない唯一のものである＊16。ここでは行・韻・節すべてが，動物たちの野
性的な生き生きとした動きを言葉によって模倣している＊17。確かに，気短に重ねられた行の短さが
野獣の動きを表すだけでなく，韻の音がかもしだすイメージも，ライオンが登場する際のSchritt，
Trittではすっと登場してきた感じ，　stUmm，　umと黙々とあたりを見回した感じがある。そしてGah・
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nenで長々と吼え，ゆったりとたてがみをM訓menでふり，いっぱいにのびをして，静かに身を横
たえる。これはGlieder，　niederが表す情景である。しかし，せっかくこの闘技場に注がれた野生の
エネルギーは，静かな秩序の世界に動きを呼ぶことはできずに終わってしまった。
　そして次の節は「再び王の合図」で始まった。よく見ると，第2節の最後のniederと第3節の一
行目の韻がwiederでそろっているのがわかる。ここでは猛獣の登場という内容だけでなく詩の構造
も，ともに二つの節を結びあわせていると考えられる。さてしかし虎は対照的に，はじめはbehend，
renntと勢いよく飛び出して，　erschaut，　lautとライオソを挑発したが，いつのまにやら気圧されて
scheu，　Leuと弱気になったかと思うと，　schnurrend，　murrendとぶつぶつ言うかのように半ぽあきら
めてライオンの隣にniederと静かに落ち着いてしまった。ここでもやはり野生のエネルギーは，人
間たちの秩序のかもしだす静けさに負けてしまっただろうか，闘技場の中にため込まれてしまったの
である。そしてniederは再び次の節の第一行目と韻をそろえており，闘技場を見守る観客の期待も
「今度こそ！」と高まらずにはいられない。
　そこで第四節の最初の王の指図も，「3度目」にではなく，常に新しい期待をかき立てるかのよう
に「wieder」と言われている。したがって第四節では，観客の期待が一気に二つの扉を開かせ，そ
の二つの扉から二頭の豹が飛び出してくる。豹たちは虎に闘いを挑むも，あえなく前足で押さえつけ
られてしまった。しかしそれはライオソの動きを呼び出すことに成功した。ライナンはほえながら身
を起こし，場内は，嵐の前の静けさでしんと静まり返る。猛獣たちは殺気に満ち満ちて円陣を作り，
一歩も引かずににらみ合い，まさに一触即発の状態である。
　3種類の猛獣が登場したところで，第一の疑問を考えてみたい。「なぜシラーは原典にない3種類
の動物を登場させたのか。」エラースによれぽ，原典よりはるかに詳細な危険な場面の叙述が，この
闘技場の緊迫感・危険性を高め，最後の節で騎士が貴婦人に手袋を投げつけるという非礼儀的な行為
を説得力のあるものにすることができた，とのことである＊18。また，人間世界側の登場人物，すな
わち王や姫，騎士のアレゴリーであると考えることもできよう。しかし，上の疑問が「ライオンや虎
は一頭であるにもかかわらず，なぜ豹だけが2頭登場してきたのか」にまで拡大したとき，それは
十分な理由とはならないのではなかろうか。
　かつてシラーは『ギリシャの神々（Die　G6tter　Griechenlandes）』（1788）において，バッカスの
車を牽く動物として豹を登場させた。
Und　der　Panther　prachtiges　Gespann
Meldeten　den　gro3en　Freudebringer
飾り立てられた一組の豹が
喜びをもたらす偉大な神の到着を告げ知らせ
た＊19
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　Pantherは，『手袋』のLeopardとの違いはあれ，どちらも「速さ，動き」を感じさせる豹であ
り，rGespann」と言われるように，一組＝二頭で同時に登場している。どちらの豹も，その敏捷さ
とエネルギーによって，これから起こる新しい何かへの予感を孕んでいると言ってよい。しかし，な
ぜ豹の登場までその「新しい何か」は起きなかったのだろうか。『手袋』においては，ライオンと虎
が相まみえたにもかかわらず，その野生のエネルギーの充溢にもかかわらず，結局何事も起きなかっ
たのはなぜだろう。
　ここで両者の醸し出すイメージを振り返ってみよう。ライオンは実際の音読でも感じられるよう
に，非常にゆったりと描かれている。ライオンの生息するアフリカのイメージも，酒々と流れる悠久
の時間に近いのではなかろうか。そして，虎は，広大なるユーラシア大陸に生息する動物。ヨーロッ
パに暮らすシラーにとって，その距離感は想像を絶するものだったであろう＊20。この二頭，ライオ
ンと虎はなぜか争わず，虎はライオンの傍らに落ち着いてしまった。それはまるで，時間と空間が相
争わないのと同様である。ここでライオソを時間，虎を空間のイメージでとらえるならば，時間・空
間が同時に存在しているというこの状況は何を表しているのだろうか。
　それは「いま・ここ」という以外に言いようがない。すなわち，唯一「出来事」が生じる「現在」
のことである。いま・こことは，出来事とは，ある意味で，エネルギーを孕んでいると言っていいか
も知れない。故に，エネルギーの表現としての二頭の豹が登場するのではなかろうか＊21。
　3種類の猛獣の中で最も動きに満ちたこの第四節はそのまま，これから自転を始める小宇宙として
の舞台へと，「ある出来事」を呼び出すために高まるエネルギーの表現であり，同時に第五節での「幕
あき」につながるのである。
3．『手袋』の内容と構成一第五節～最終節一
　ようやく豹の登場によって，今までに何段にも分けてそそぎ込まれてきた野生のエネルギーがとう
とう人間の用意した「闘技場」という容器から過飽和状態であふれ出る時が来た。その一瞬をうめる
のが，第五節の「手袋の落下」という現象ではなかろうか。そしてこれをわたしは「劇の幕開き」と
考えたい＊22。ドラマにおける出来事は，たとえそれが過去の話であっても，眼前に現れるものであ
る＊23。演劇空間を生み出すものとして，今や出来事を現出させるエネルギーは，具体的には野獣た
ちのエネルギーとして，この闘技場にため込まれた。それがまさに溢れんとしている今，その一瞬の
空白をうめたのが，手袋の落下という現象なのだ。
　Da　fallt　von　des　Altans　Rand
Ein　Handschnh　von　sch6ner　Hand
Zwischen　den　Tiger　und　den　Leu’n
Mitten　hinein．
　その時，バルコニーのへりから
手袋が一つ，美しい手から離れて
虎と獅子との
真ん中に落ちる。 （第五節）
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　「Da」で始まる第五節は，まさしく舞台の幕開きと言えるのではないだろうか。　Daはそれ自体，
時間と空間を凝縮した言葉であり，また眼前に現れてきた事柄を表す。それは同時に心理的な接近で
もある。たった四行からなるこの節は，前後の節とも脚韻で結びつくことなく，詩全体からもぽっか
りと浮かんだ，一瞬のエアポケットのような存在である。時間と空間とエネルギーを凝縮したこの一
瞬に，軽やかに空を舞う手袋は，作品中もっとも美しい存在では無かろうか。原典やラングパイソの
第一稿では，「貴婦人が投げた」手袋であったが，シラーは敢えて投げ込みの主体を隠している。む
しろ，手袋それ自体があたかも自らが望んでそうしているかのように，誰かの「美しい手」からはな
れ，風や重力など様々な外的な力に自然と身を任せるようでありつつ，しかし自由な意志で，落ちて
いく場所を自ら選んでいくような，自由な存在なのである。しかし従来の研究において，この手袋に
それほど注意は払われてはいない。その中でほんの少し手袋の意味にふれたエラースは，「愛を試す
手段・姫の非人間的な振る舞いに対して刑を執行する手段」と見なしている＊24。あくまでも手段・
小道具として考えられているため，そこにはなんの美しさも感じられないのだ。しかし，わたしはむ
しろ，「手段・小道具としての」ではなくて，それ自体の美を手袋に感じとらずにはいられない。そ
してこの手袋は美しいからこそ，手段にもなりうるのではなかろうか。いずれにせよ，同時代のラソ
グパインがタイトルを『愛の証Die　Liebesprobe』とし，道徳めいた，教訓を訴えた一方で，「手袋」
をタイトルに選んだシラーがこの小道具をいかに重視していたかがわかるだろう。
　Und　zu　Ritter　Delorges　spottender　Weis’
Wendet　sich　Fraulein　Kunigund：
‘‘gerr　Ritter，　ist　eure　Lieb’so　hei9，
Wie　ihr　mir’s　schw6rt　zu　jeder　Stund，
Ei，　so　hebt　mir　den　Handschuh　auf．”
　騎士デロルゲスにあざけるように
振り向くはお姫様クーニグント：
「騎士殿，あなた様の愛が，
いつもわたしにお誓い遊ぽすように熱烈なら，
さ，あの手袋を拾ってきて下さいな。」（第六節）
　Und　der　Ritter　in　schnenem　Lauf
Steigt　hinab　in　den　furchtbar’n　Zwinger
Mit　festem　Schritte，
Und　aus　der　Ungeheuer　Mitte
Nimmt　er　den　Handschuh　mit　keckem　Finger．
　騎士は素早く立ち上がり
恐ろしい濫の中へと降りて行く
しっかりとした足取りで，
そして巨獣の真っ只中から
手袋を勇敢に拾い上げる （第七節）
　さて，闘技場にたまりにたまったエネルギーがあふれ出した先は，なんとさっきまで「この秩序の
世界の一員」であった一人の淑女であった。彼女は，闘技場にため込まれた野生の反秩序的なエネル
ギーを一身に背負わされて，その体現者となる。騎士や淑女たちの人垣から一歩進み出て，個性的な
「役者」として登場したのである。韻に注目してみると，殺気だった野生のエネルギーMordsucht
heiBは，手袋の落下を挟んで，舞i台の幕開きと共に彼女に乗り移り，その演技spottender　Weis（あ
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ざけるように）を引き出したのである。ここで彼女には「クーニグソト」という役名が与えられた。
元々第五節で手袋は「美しい手から」落ちたため，あのときにはまだクーニグソトと事件とは直結し
ていなかったのであるが，人垣から前に進み出たばかりに，彼女は手袋の投げ込みの当事者となった
のである。さて，クーニグントは，ここで相手役を指名した。振り向く先にいたのは，騎士「デロル
ゲス」である。この節の最後の韻aufが，次の節の最初の韻Laufとそろっていることから，前半の
猛獣の節と同様，この二節がしっかりと関係を結んでいることがわかる。
　騎士デロルゲスの振る舞いは，もちろん相手役のクーニグント姫と釣り合いのとれたものでなけれ
ぽならない。反秩序の野生のエネルギーを体現することによって，一淑女であったときには考えられ
ないような，非人間的な傲慢な態度をとるまでに，極端なまでに高められてしまったクーニグントの
相手役になるわけであるから，指名されたデロルゲスも，姫の極端さに応じて，同じくらい極端にな
らねば相手役とは言えないだろう。では，デロルゲスは何に対して極端になったのだろうか？
　この場面で重視されてきたのは，騎士による「純粋な行為」「無目的の行為」についての考察であ
った。ゲーテのコメントがいまだに大きく影響しているのであろう。しかし，わたしは今回そこでは
なく，この「純粋な行為」を行わざるをえなくなったその「原因」に目を向けたい。
　わたしはここで「言葉→せりふ」の内容に注目してみたいと思う。クーニグントが問題にしている
言葉，「いつもお誓いになられる」という誓いの言葉の内容はいったい何だったか。闘技場という舞
台設定，猛獣の中への危険を省みない行為から，それは「命を懸けて愛しています」などという内容
ではないかと推測される。それが初めて言われたとき，初めて対話の相手と関係を結んだときには，
もしかすると生き生きとして魅力的な言葉だったかも知れないが，関係が惰性的になり，日常的にな
れぽ，この言葉も陳腐な表現になってしまうものだ。しかし，日常の惰性的使用からずれて，別の関
係の中にいれられると，言葉は一挙にその本質を顕在化するのである。この顕在化させるエネルギー
の源は，クーニグントが体現している反秩序のエネルギーだろう。さて，秩序の中に突如として出現
した反秩序の体現者によって，日頃惰性的に語られていた言葉は，今舞台の上で，台詞となってその
真実性を問われている。「命を懸けた愛」が本心の吐露ならぽ，さあ，実際に命をかけてください！
というところであろう。
　言葉を媒介にしてクーニグントとデロルゲスは向かい合った。今や，デロルゲスも彼女が傲慢に非
人間的に極端化したと対抗して，己も忠誠心の極みにまで純化されている。しかしそれは王への忠誠
心や，姫への愛のためではない。名誉欲も，報酬も，何もかも脱ぎ捨てて，自分の言葉「命を懸け
て」に対する忠誠心にまで，真の心にまで純化したのである。そうなるために時間はかからない。な
ぜなら節が韻によって結んでいるように，関係が結ばれているということは，その関係のなかでは即
相手に見合った存在であるはずだからである。デロルゲスは「素早くしっかりとした足取り」で恐ろ
しい濫の中へと降りていくのに，たった三行しかかかっていない。ライオソや虎や豹たちが闘技場の
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真ん中に落ち着くのにかかった行数からいっても，全く相手にはならない速さなのである。（ライナ
ン10行・トラ16行・豹11行）しかし，それに不思議はないのだ。なぜなら騎士は言葉に対する心そ
のものとなったために，客観的物理的な時間空間の中にはこのとき生きていなかったからである。一
方猛獣たちはどうか。ここでは面白いことに，「獅子と虎の真ん中」に手袋がある。舞台の幕開きを
呼び込んだ二頭の豹は，どこへ行ってしまったのだろう。
　二頭の豹は，エネルギーの体現者であった。そしてそのエネルギーは，幕開きである第五節を挟ん
で，闘技場の底からクーニグソトに乗り移っていたのであるから，今やこの闘技場には豹の姿がなく
ても何ら不思議ではないのだ。そして闘技場に残されたライオンと虎は，その生き生きとした動のエ
ネルギーを失った今，見かけは巨獣とはいえ，実は「虚獣」なのである。虚獣からなら，なんの苦も
なく手袋を取り戻せるのかもしれない＊25。
　さて，騎士デロルゲスが拾ってきた手袋は，手袋が空っぽであるが故に，獣たちの真ん中に落ちた
瞬間に，一気にその野生を吸い込んでしまった。野生といってもここでは，動のエネルギーといった
肯定的な意味ではなく，エネルギーを欠いてただ卑しいだけの野生である。それが口いっぱいにしみ
込んだ手袋をもって騎士は帰ることになる。
　Und　mit　Erstaunen　und　mit　Grauen
Sehens　die　Ritter　und　Edelfrauen，
Und　gelassen　bringt　er　den　Handschuh　zurUck，
Da　schallt　ihm　sein　Lob　aus　jedem　Munde，
Aber　mit　zartlichem　Liebesblick－
Er　verheiBt　ihm　sein　nahes　GIUck－
Empfangt　im　Fraulein　Kunigunde．
Und　er　wirft　ihr　den　Handschuh　ins　Gesicht：
‘‘cen　Dank，　Dame，　begehr’ich　nicht，”
Und　verlaGt　sie　zur　selben　Stunde．
驚きながら怖れつつ
騎士や淑女たちはその様子を見，
彼は平然と手袋を持ち帰る，
そこで口々にわき上がる賞賛の声，
けれども優しい愛のまなざしで一
近い幸福を約束しながら一
彼を迎えるクニグソデ。
すると彼は手袋を彼女の顔に投げつけて：
「姫よ，お礼なぞいりませぬ！」，
姫を見捨てるその時限り。　　　　　（第八節）
　居並ぶ騎士や淑女たちは，この様子をはらはらとサーカスを見るように見守っている。それは驚き
と恐れの入り交じった快感ではあるが，同時に，自分たちのこの秩序の世界を揺るがす者へのあこが
れであり，予感としての恐れでもあるだろう。彼らは口々に騎士を賞賛する言葉を漏らすが，それは
rschallt」と表現されている。一斉に口々に勝手なことを言うのであるから，全体として聞けぽ，意
味の分からない，ざわざわする物音と一緒なのだ。これは，秩序だった世界，習慣に慣らされた言葉
の使用の世界において，たしかに変革であろう。さて，クニグンデはこの騎士淑女たちの賞賛の歌声
に我にかえり心を打たれる。しかし，騎士は姫の眼差しに答えず，彼女の顔に今拾ってきた，野生の
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しみ込んだ手袋をぶつけて言う。「姫よ，お礼なぞいりませぬ」。言うが早いか，すぐに騎士は姫を残
して退場してしまうのである。
　さてここで，二つ目の疑問である女性の名前についてふれてみよう。この名前はシラーが自分で付
けたものである。元々シラーが参考にしたサソフォアのエッセイでも，同時代人のラングパイソの詩
でも，登場する女性は無名である＊26。Kunigundeという名は，．ピートモント（Ferdinand　Pied－
mont）によれぽ，ペソゲルザソグによく登場する「高貴な女性」だということである。名前につい
てはそれ以上言及されていないが，私は彼女の名前（役名）にこだわりたい＊27。
　研究者がこの名前に言及するとき，一つ見落としている重要な点がある。彼女の名前の語尾につく
eのことだ。この女性に関して，韻が二通りあることを指摘したのはラウフヒュッテであるが，彼は
第六節のStundとの組み合わせと，最終節のStunde，　Mundeとの組み合わせを，前者が「小馬鹿に
した話し方」，後者が「突然の愛」である，という対照的な姫の態度を指摘しているに過ぎない。ま
た，eの有無については「文法上の変化」のうちであるとして＊28，重視しているようでもない。確
かに，韻を踏んでいるStundは，　eがあろうと無かろうとその意味は変わらず，むしろ本来は
Stundeというようにeのつくべき単語である。しかし，女性の名前の方は事情が違うのである。
　彼女の名前を発音してみると，eの有無によってアクセソトの位置に変化が生じてしまうのがわか
る。eのつかない第6節では，「クーニグントkti：nigunt」であり，　eのついた最終節では「クニグン
デkunig6nd。」なのである。この二通りの発音は，この女性が二面性をもつ矛盾存在として描かれる
のに適しているのではなかろうか。実は，この名前には慎み深い淑女像とは全く逆の荒々しいイメー
ジも隠されているのだ。「クーニグソト」のgundには，古高ドイツ語で「闘いKampf」の意味があ
る＊29。確かに，闘技場に集まった野獣たちの反秩序のエネルギーを体現しており，さらには言葉の
問題を挟んで，騎士デロルゲスと対決する第六節の彼女には，闘いの意味を含んだこの名前がふさわ
しい。また，手袋を拾い戻る騎士に優しい愛の眼差しを向ける最終節の彼女の演技は，宮廷の淑女そ
のものであり，ベソゲルザソグによく登場する「高貴な女性」の態度なのである。
　これらのことを考え合わせてみると，Kunigund（e）という名前は，存在としては一人であっても，
節によって，相手役との関係によって，振る舞いが変わってしまう矛盾存在の女性を描き出すため
に，意図的に選ぼれたのではないかと考えることもできる。
　別の方向からも検討してみよう。韻がそろっている行は何らかの関係が結ぼれている。先の考察で
は韻の醸し出す音からなるイメージを重視したが，ここでは，韻のそろった単語同士のイメージの結
びつきに注目してみたい。その際，語尾のeについては問題とはしないでおく。
Kunigund（e）は，「Stund」と「Mund」と韻をそろえている。特に「Stund」との組み合わせは
二度あり，「あなたがいつもお誓いのように」の，「いつもzu　jeder　Stund」と，最後の「そのとき
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zur　selben　Stunde」である。「時間」とKuniglmd（e）との関係を考えてみると，最後の行の解釈が
多少広がってくるのではないだろうか。
　確かに騎士の側からすれぽ，手袋を投げ，礼などいらぬと言い放つと「同時に」彼女を残して去る
わけだが，残されたほうのKunigund（e）にしてみれぽ，今まで生きてきた「彼女の同じ時間」の中
に取り残されてしまうのである。この考え方はもちろん文法的には誤読である。しかし，朗読された
作品を耳で聞く場合，直前の単語のイメージというのは，強く残るものだろう。「zur　selben
StUnde」の直前にはsieがあった。これが「彼女」のイメージを強く残して，次のselben（同一の）
にまで及んでしまうとは考えられないだろうか。
　彼女は，「いつもいつも」繰り返される愛の言葉に飽き飽きしていた。それは同時に，その言葉が
語られるrzu　jeder　Stund」が，二人の関係と同じで惰性的な時間に感じられたからではないだろう
か。彼女が今まで生きてきた時間，彼女がこれから取り残される時間とは，均一に流れてどこをとっ
ても変わりぽえのしない，時計が刻むような規則的な秩序だった時間である。ここでは
Kunigund（e）を挟んで，「時間Stunde」と「口（言葉）Munde」が韻をそろえていることに着目す
れば，言葉も同じ問題を孕んでいると考えることも可能であろう。
　Klmigund（e）は，そのような惰性的な時計的な時間の中に，習慣的な言葉の使用の世界に取り残
されてしまう。しかし，それは，周りにいた騎士や淑女たちも同じではなかろうか。取り残された
rsie」は，もちろん直接的にはKunigund（e）であるが，　sieは複数4格の「彼らを」でもある。彼
らもこの非日常のゾクゾクするような一瞬を目の当たりにし，日頃の習慣的な言葉ではなく，明確な
意味以前の，ざわざわという賞賛の声を上げたのだ。彼らは精一杯，自分の中では非日常を感じたの
であるが，騎士にしてみれば，それをはっきりとした言葉や身振りで表現しない彼らは，結局今まで
の秩序の世界の中に足が固まってしまっていると変わらないのだ。舞台に取り残されたのは，
Kunigund（e）だけではなかったのである。一方，騎士は，礼はいらぬという言葉にも，それを言っ
た本心にも，またそれを現す態度にも，少しのズレもない。したがってデロルゲスには，この習慣と
惰性と秩序の世界は，場違いな場所にうつったのだろう。一刻も早く新しい人生に，新しい時間の世
界に向けて旅立ったのである。未練などあるはずもなく，この世界から持ち出すものなど何もない。
ゆえに，シラーが一度宮廷からの抗議を受けて「深く身をかがめて語る」と訂正した66行目は，や
はり「手袋をぶつけて」のほうがしっくりくるだろう。なぜなら，身をかがめて語るバージョンで
は，騎士はクニグンデの手袋を持ったままだからである。それでは本当の意味でこの秩序の世界から
抜け出すことにはならないのだ。
　美しく空を漂い，この舞台の幕開けともなった空っぽの手袋は，野獣たちの真ん中に落ちてその野
生の汚らわしさをいっぱいに染み込ませた。それを持ち帰った騎士が姫の顔にぶつけた途端，その汚
らわしさは今度は手袋から姫の顔に瞬時に移動し，彼女をもっとも汚らわしいものにおとしめる。そ
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してまた再び空っぽになった手袋は，ぽとりと地面に落ち，白く悲しく鈍い光を放って，幕が下りる
のである。
4．　まとめ
　舞台の要素を念頭に置いてこの『手袋』を読み解いていくうちに，「3種類の動物」「女性の名前」
という疑問が，おぼろげながら解きほぐされていったように思う。従来の研究でこの二点が深く追求
されることの無かった理由は，前者について言えぽ，舞台が「手袋の落下」によって幕が開いたと考
えず，すでにライオンの登場から舞台の上の出来事と見なされていたところにある。したがって動物
たちも単に役者として，危険な雰囲気を醸し出すものとして舞台上に存在したのであり，ドラマの存
在構造の核心にある「エネルギー」の問題へは考察が展開しなかった。また，後者について言えぽ，
Kunigund（e）ではなく，騎士デロルゲスが主役として扱われたことにその原因があるだろう。彼の
勇気ある無目的の行為に注意が集中したため，彼女については，名前についての考察が行われないぼ
かりか，そのイメージも表面的でごく単純であった。相手役である騎士に無理難題をふっかける子供
っぽい女性，または罰を受けるべき残忍な女性であると見なされてきたのである。彼女のイメージが
固定化してしまったのも，Kunigundeのeを見落とした結果であろう。彼女を中心に『手袋』を見
直すことで浮き彫りになるのは，寸劇の形で言葉と時間の問題を語り，万事を実体的にとらえず関係
性において変化するものとして扱う，というシラーの試みである。
＊1Bennno　von　Wiese：Fn’edlich　Schiller．1959　S．611
＊2　Hartmut　Laufhtttte：Die　deutschen　Kunst　Ballade．1979
＊3　Emil　Steiger：F短θ〃づ6h　Schiller，　Atlantis　Verlag，　Zuerich　1967．　S．228
＊4『手袋』の成立については，詳細なラウフヒュッテの研究を参照した。Hartmut　LaufhUtte：上掲書S．153fE
＊5Schillers　Werlee．　Nationalausgabe．　Im　Auftrag　des　Goethe・und　SchillerArchivs，　des　Sch皿er－Nationalmuse・
　　ums　und　der　Deutschen　Akademie　hrsg．　v．　J．　Petersen　u．　a．，　Weimar　1943ff．　［＝以下NAと略記］NA．　Bd．
　　29．S．85f．
＊6　NA．　Bd．2皿A．　S．605f
　　　この逸話の舞台は，16世紀のフランスであるが，同様の伝説は他にも多数ある。それに関して詳細に検
　　討したラウフヒュッテの研究によれば，愛の証を求めた行為として考えられるライオソ濫への手袋の投げ入
　　れや，騎士による淑女の処罰は，16世紀スペインのロマソツェが最初の起源であり，16，17世紀のスベイソ
　　文学には類似作品が数多く存在する。それらに共通しているのは，淑女と騎士の関係が破滅せず，調和的に
　　結ばれる結末である。シラーの『手袋』と同様の結末はマテオ・パソデロ（Matteo　Bandello）が
　　『Novelle』（1554－73）において作品化しているが，その作品はさらにピエール・ド・ブールデイユ（Pierre
　　de　Bourdeille）によって改作され，舞台をフランソワー世（1515－1547年まで在位）の宮廷に移しかえられ
　　た（1590年ごろに成立したが，独訳は1665／66年）。さらにその物語をサンフォアが逸話として『Essais
　　historiques　sur　Paris』セこ取り入れたのである。　Hartmut　Laufhtitte：上掲書S．153f．
　　　なお，シラーが原典としたのはサンフォアの逸話であることはゲーテ宛の書簡でも明かであるが，ブール
　　デイユの改作版を知っていたかどうかは不明である。
＊7Hartmut　Laufhtitte：上掲書S．163．
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＊8　しかし，最も興味深いのは，後世になって見いだされた第4稿である。
　　『愛の証』（第4稿・1796年以後）
Ein　Thiergefecht　zog　eilst　zum　Kampferplane
　Zahlloses　Volk　Wie　Meeressand．
Und　als　schon　k皿m，　mit　wildge且etschtem　Zahne，
　Der　Tiger　vor　dem　L6wen　stand，
Da　schwebte　schneil　ein　Handschnh　vom　Altane
　Aus　eiles　sch6nen　FrtiUleins　Hand．
猛獣の闘いがその昔　闘技場へと集めたと
　海の砂ほど大勢の数え切れない民衆を。
大胆にも　恐ろしく歯をむき出して，
　ライオンの前にトラが立ったとき，
その時素早く手袋がバルコニーから漂った
　きれいなお嬢様のその手から。
Ihn　trug　der　Wild　tief　in　den　Kreis　der
Schranken．
　Die　Dame　lacht’lmd　sagte　laut
Zum　Ritter，　der　mit　Worten　und　Gedanken
　Ihr　Eigen　war：‘‘Herr　Ritter，　schaut
Den　Handschuh　dort．　Liebt　ihr　mich　ohne
Wanken，
　So　geht　ulld　bringt　ihn　eurer　Braut！”
闘技場の中深く　風が手袋運んだと。
　そのご婦人はあざ笑い　大きな声でこう言った
言葉も心ももろともに彼女に虜の
　その騎士に。「ごらん，騎士様，あの手袋を。
もしもあなたが揺るぎなく私を愛してらっしゃれぽ，
行って　あなたの花嫁に　手袋もっていらしてよ」
StUmm　lieB　er　sich　aufs　Feld　des　Todes　schicken；
　Er　hob　zwei　Schritt　vom　Tigenier
Den　Handschuh　auf，　reicht　ihn　mit　kalten　Blicken
　Der　Dam’und　sprach　kein　Wort　als：“Hier！”
Dann　kehrt’er　stolz　der　Frevlerin　den　Rticken
　Und　schied　auf　Lebenszeit　von　ihr．
騎士は黙って向かったと　命危険なその場所へ；
　彼はトラから二歩のとこ
その手袋を拾い上げ，冷ややかな目で差し出して
　「ここに！」以外の何一つ　言葉をかけはせなんだと。
それから彼は誇らしく　無礼な女に背を向けて
生涯　彼女と別れたと。
　ラウフヒュッテが指摘するように，1796年の第三稿まではライオンだけであった猛獣が，この第四稿ではライ
オソに加えて突然トラが登場している。さらに第一稿では結末がサンフォアの逸話同様，手袋を女性の顔にぶつ
けたのに対し，この第四稿ではその場面が書き換えられている。また，第一稿はパリの街が舞台であり，騎士に
対するへの女性呼びかけが“1ieber　Ritter”から始まって，“du”による親称であるのにたいし，第四稿では，敬
称“Herr　Ritter”“Ihr”であり，最終節の“stolz”など，儀礼，宮廷環境を意識している。自分と同じ素材を扱っ
た大詩人シラーの『ムーゼンアルマナハ』版『手袋』に倣って，ラングパインが自らの『愛の証』を改作したこ
とは明白である。Hartmut　Laufhtttte：上掲書S．163f．
＊9NA．　Bd．371．S．42．r潜水夫』では，若者が姫との結婚という目的のために命を懸けるが，『手袋』の騎士
　　は，報酬を求めずに行為するところから，ゲーテのこの感想となったのであろう。なおこのやりとりについ
　　ては次の論文に詳しい。Norbert　Oellers：Der“ungekehrte　Zweck”der‘Enedihlung’“Der　HandSchuh　”．　In：
　　ノiZhrbuch　der　l）eutschen　SchillergesellSchaft．1976．20．　S．387－401
＊10NA．　Bd．29．　S．101．
＊11NA．　Bd．29．　S．147，
＊12「Erzahlung」という副題の有無も重要な問題を孕んでいる。それについてはOellersの研究が詳しいが，ジ
　　　ャンル論についての幅広い考察が必要となるため，今回の論文では取り扱わない。Norbert　Oellers：上掲論
　　文
＊13NationalAusgabe　et収録されたものをテクストとして用いる。原詩に戻ったとされるこの稿は，44行目に
　　は行間がなく節が詰まっているが，他の詩集や研究論文の引用を見ると，手袋の投げ付けを変更した第一稿
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　　のように，間隔をあけて新しい節を構成している。したがってここでは，一行あいていると見なして読んで
　　いくことにする。NA．　Bd．21．S．274ff．
＊14Hartmut　Laufhtitte：上掲書S．124．
＊15Franz王の周りを取り囲む騎士を意味するKroneや淑女のKranzの「円」のイメージが重なって，円形闘
　　技場のようなものを思い起こさせる。原典であるサソフォアの逸話では，パリの「ライオソ通り」にあるラ
　　イオソ館が舞台となったことを考えると，この第一節からすでに読者の前にはシラー独自のパラーデ世界が
　　開ける予感がする。
＊16Hartmut　Laufhtitte：上掲書S．124，　S．160
＊17ピートモントも同様のことを指摘している。Ferdinand　Piedmont：lronie　in　Schillers　Ballade“1）er
　　HandSchuh　’11n：Wirkendes　WUt．1966．　S．108
＊18Norbert　Oellers：上掲論文S．398f．
＊19NA．　Bd．1．　S．192，
＊20三種類の猛獣を「大陸」のイメージで語るなら，二頭の豹はさしずめ南北アメリカ大陸であろうか。この作
　　品の背景であるフランツ王（フランソワ）の在位したのは，新大陸の発見が世界史を地球規模で動かした激
　　動の時代である。
＊21豹の特徴である「速さ」は，数学的に言えぽ，虎のイメージさせる「空間（距離）」とライオンの醸し出す
　　「時間」の関係性によって導き出されるものだ。
＊22この作品をドラマ的に読み込んでいく解釈の中では，猛獣の登場がすでに舞台の上の出来事と見なされてい
　　るものがほとんどである。その中でも多少特殊な解釈として，舞台を「動物の格闘」とメインアトラクショ
　　ンである「クニグンデのための格闘」の二部に分けて，それぞれに幕開きをもうける解釈がゼーバに見られ
　　るが（Hinrich　C．　Seeba：Schiller　1）er　Handschtth，　In：Gedichte　auεsieben／ilhrhunderten　Interpretationen．
　　Herausgegeben　und　bearbeitet　von　Karl　Hotz　1990，　S．63），しかし，詩の構造に即して検討していくと，
　　むしろ幕開きは一度きりではなかろうか。
　　　節の最初の単語に注目してみよう。第一節は，Vorであり，そこで語られているのは舞台の前提である。
　　そして第二，第三，第四と，すべてUndが節を導いている。　Undは，前に述べたことを受けて，同時に別
　　のことを話し出すときに使う接続詞であるが，「それから」という時間的な意味と，「並びに・また」という
　　並列的な両方の意味がある。第一節と第二節はこのUndによって結びついているのであれば，それは時間
　　的にも空間的にも一つの連続を形作っていると言えるだろう。それに続く第二～四節は，節の最初のUnd
　　だけではなく，nieder，　Wiederという脚韻によって，二重に結ぴあわされている。したがってこの猛獣たち
　　の節も，すぺて舞台の前提である第一節と同じ次元にあるといってもよいのではないだろうか。Undと脚
　　韻で結ばれた3つの節が，第一節との連続性の中，本来分けられないものを分析し，便宜的に並べたもの
　　であるならば，ライオン，虎，豹の三者を同時存在とみなすこともできるのではなかろうか。
＊23シラーとゲーテが共同で執筆した『UEBER　EPISCHE　UND　DRAMATISCHE　DICHTUNG（叙事文学と
　　劇文学について）』では，次のように語られている。
　　　「両者の大きな本質的相違は，叙事詩人は事件を完全に過去のものとして述ぺるのに対して，劇詩人の方
　　はこれを完全に現在のものとして描く点にある。」NA．　Bd．21．　S．57
　　　サンフォアの逸話やラングパインの詩がともに過去形を用いて書かれているのに対し，『手袋』は，舞台
　　の前提を述ぺた第一節で一度だけ“SaB　K6nig　Franz”と過去形が使われたほかは，すぺて現在形である。
　　Wieseが定義したように，シラーのパラーデは「ドラマ的な短い物語」であるが，このテクストを扱う際，
　　「ドラマ的」により重点をおくことは正当であろう。
＊24Norbert　Oeners：上掲論文S．398
＊25ゼーパはこの猛獣たちの円陣を「舞台上の虚構の円陣」と呼んでいる。クーニグントの投げた手袋によって
　　その円陣が壊され，舞台で繰り広げられるのは，猛獣の闘技ではなく，宮廷社会劇になのである。Hinrich
　　C．Seeba：上掲論文S，63
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＊26フラソツ王（フラソソワ王），騎士デロルゲスについては，直接の原典であるサソフォアの逸話に倣ったも
　　のと思われる。ちなみにラングパイソの詩では，騎士も女性も無名であり，王も登場せず，民衆が観客であ
　　る。
＊27ゲーテのコメソトの影響か，この作品は従来，騎士デロルゲスの「無目的の行為」「純粋な行為」を中心に
　　解釈されてきた。いわば，彼は主役として扱われてきたのである。女性は，その行為を罰せられるぺき存在
　　であり，デロルゲスの勇気ある行動の引き立て役であった。しかし，むしろ私はこのKunigund（e）こそが
　　舞台の主役でないかと考える。
＊28Hartmut　Laufhtttte：上掲書S．127
＊29独和大辞典　小学館1990。S．1302
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Ein　Versuch　tiber　Schillers　Ballade‘‘Der　HandschUli，，
Kyoko　Ohmi
　　Seitdem　Benno　von　Wiese　die　Balladen　Schi皿ers　nicht　mehr　als‘Ideenbanaden’，　sondern　als
‘dramatische　Kurzgeschichten’interpretierte，　hat　die　Forschung丘ber　Schillers　Balladen　eine
Neigung　gezeigt，　sie　vom　dramatischen　Standpunkt　aus　zu　betrachten。　Also　versuche　ich　in　diesem
Aufsatz，　die　Ballade‘‘Der　Handschuh（1797）”als　ein　kleines　Drama　zu　behandeln　und　sie　thematisch
und　struktuell　zu　analysieren．　Anhaltspunkte　geben　dabei　die　zwei　folgenden　Fragen，　welche　sich　aus
dem　Vergleich　mit　den　Urtexten　ergeben，　die　Schiner　als　Vorbilder　verwendete．：Warum　treten　drei
verschiedenartige　Raubtiere，　d。i．　ein　L6we，　ein　Tiger　und　zwei　Leoparden　auf？　Warum　wird　die　Dame
in‘‘Der　Handschuh”‘Kunigund（e）’genannt～
　　Die　erste　Frage　dtirfte　in　der　ersten　Halfte　der　Ballade　gel6st　werden．　Um　nicht　nur　die　1．　Strophe，
sondem　auch　die　2．　bis　zur　4．　Strophe　f丘r　eine　A！t　Vorgeschichte　dieses　Dramas　zu　halten，　dessen
Vorhang　gleichsam　mit　einem　herabfallenden　Handschuh　in　der　5。　Strophe　aufgeht，　werden　diese
Tiere　gebraucht．　Sie　entsprechen　jenen　drei　wesentlichen　Elementen，　die　fUr　die　dramatische
Struktur　notwendig　sind．　Ein　L6we　symbolisiert　namlich　die　Zeit，　ein　Tiger　den　Raum　und　zwei
Leoparden　die　Energie　der　Veranderung．
　　In　bezug　auf　den　Namen　der　Dame　sollte　man　die　drei　folgenden　Punkte　beachten．　Erstens　bringt
die　Flexion　von“Kunigund（e）”eine　Andenmg　des　Akzentes．　Zweitens　enthalt　das　Wort
‘Kunigund（e）’gegensatzliche　Vorstenungen．‘Kunigunde’ist　der　Name　einer　edlen　Frau，　der　im
Bankelsang　und　im　Volkslied　sehr　hau五ger　benutzt　wird，　andererseits　aber　ist‘Kunigund’temper－
．amentvoll　und　wild，　denn　die　zweite　Halfte　ihres　Namens（＝gund）bedeutet‘Kampf’auf
althochdeutsch．　Drittens　bildet“Kunigund（e）”einen　Endreim　mit　den　Worten“Mund（e）’und
‘Stund（e）’．
Aus　den　obengenannten　Punkten　vermute　ich，　daB　Schiller　in“Der　Handschuh”versuchte，　ein
gemeinsames　Problem　von　Sprache　und　Zeit，　das　der　Reim　von“Mund（e）”und“Stund（e）”an－
deutet，　herauszuschilen，　indem　er　einer　Dame　diesen　Namen‘Kunigund（e）’gab．
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